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シロイヌナズナの免疫応答において、CERK1は微生物分子パターンの認識に重要な役割を果たす。CERK1の新規相互作用因子と
して、ユビキチンリガーゼであるPUB4を見出した。PUB4変異体では恒常的にサリチル酸が蓄積しており、免疫応答が過剰に起
こっていた。このことから、PUB4はシロイヌナズナの免疫応答を負に制御すると考えられる。本研究は、明治大学などとの共
同研究で実施され、植物化学研究室および先端機器分析センターにおいてサリチル酸の定量分析を行った。
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